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パ ル サ は 泥 炭 質 の 永 久 凛 土 丘 で あ る。 大 雪 山 で は パ ル サ は、 高 根 ケ 凛 南 方 の 標 高 1.

'20日
の 平 ケ 岳 南 方 涅 原 に 分 布 す る。 今 回 ボ ー リ ン グ 調 査 に よ っ て、 パ ル サ Bと 名 付 け

た 比 高 約 30c●、 径 約 20コ の パ ル サ の 内 部 構 造 に つ い て 新 た な 知 見 を 得 る こ と が で き た。

平 ケ 岳 南 方 湿 原 の パ ル サ の 内 部 は、 地 表 か ら わ 00c日 ま で は 泥 炭 で あ り、 以 下 423c●

ま で は 無 機 費 の 堆 績

"で
あ る (図 1).凛 結 状 鳳 の ま ま 持 ち 帰 っ た コ ア サ ン プ ル を、

そ れ ぞ れ 3～ 7c日 の 厚 き に 切 断 し て、 含 水 事 (乾 燿 重 ■ %〉  仮 比 重  強 熱 減 量 試 験 を

行 な つ た。 泥 炭 質 の 部 分 で は、 合 水 率 が 大 で 仮 比 重 が 小 で あ る。 し か し 強 熱 減 ■ の 債

が 大 で あ り、 強 熱 減 ■ を 腐 檜 合 ■ と 読 み か え る と、 泥 炭 の 比 菫 は 小 さ い た め、 サ ン プ

ル 中 に 合 ま れ る 水 が 多 い こ と を 必 ず し も 意 味 し な い。 こ れ に 対 し て、 無 ■ 質 の 堆 績 詢

に お い て は、 含 水 率 が 大 で 仮 比 重 が 小 で あ る こ と は、 サ ン プ ル 中 に 含 ま れ る 水 の 量 が

多 い こ と を 意 味 す る。 実 朦、 泥 炭 月 中 で は 、 ア ィ ス レ ン ズ は 腱

“

さ れ な か つ た が 、 深

さ 26● 以 下 で 多 敗 の ア イ ス レ ン ズ が シ ル ト層 と 互 層 し て い る.析 出 の 形 意 か ら み て、

こ の ア イ ス レ ン ズ は 永 久 凛 上 の 発 達 に 伴 な い シ ル ト月 中 で 析 出 し た 析 出 水 で あ る と 考

え ら れ る。 ま た 本 涅 原 に お い て は、 パ ル サ の 分 市 電 以 外 に は 永 久 凛 土 の 存 在 が 確 認 さ

れ て い な い こ と か ら、 今 回 観 測 を 行 を っ た パ ル サ は ア イ ス レ ン ズ の 析 出 に よ り 地 表 が

月 日 か ら 盛 り 上 が る こ と に よ り 形 成 さ れ る、 こ

“

radational palsaで あ る こ と が 明 ら

か に な っ た。

ま た パ ル サ の 地 置 を 通 年 籠 瀾 し、 次 の こ と が 剌 田 し た。 地 表 下 1600■ 以 深 で も 現 在

の 気 温 の 季 節 変 化 に 対 応 し て 地 日 は 変 動 し て い る。 活 動 層 の 潔 さ は 約 101c● で、 そ れ

以 下 は 永 久 凛 土 層 で あ る . ま た 年 平 均 地 漕 の 担 慶 勾 配 を 深 さ 100c● 以 下 で 一 定 と 仮 定

す る と、 永 久 凛 上 の 基 底 の 潔 さ は 詢 01口 と

“

出 さ れ る。 こ こ で ア イ ス レ ン ズ が 確 認 さ

れ た 深 さ は、 現 在 の 気 候 環 境 下 で 永 久 凛 土 が 形 成 可 鶴 な 籠 囲 内 で あ る。 し た が っ て 大

雪 山 の パ ル サ は      。

現 在 の 気 候 環 境

下 で 形 成 可 能 で      1

あ る こ と が ■ 付

け ら れ た。 実 障     .2
1155年 以 降 に ■     =

影 さ れ た 具 な る     L3
年 度 の 空 中 写 真

判 読 の 結 果 か ら、     4
現 在 形 成 過 程 に

あ る パ ル サ が 存

在 す る こ と も 判

鴫 し て い る。
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図 1 バ ル サ の 柱 状 目  合 水 事
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